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令和８年２月２８日　日高自動車道 新冠インターチェンジ開通



■日高自動車道の今回開通区間図

日高自動車道 新冠ＩＣ開通
地域の産業と暮らし支える道路に

　令和８年２月 28日午後３時、高規格道路日高自動車道の日高厚賀ＩＣ～新冠Ｉ

Ｃ間（延長 9.1 ㎞）が開通しました。日高自動車道の延伸は平成 30 年４月 21 日

の日高厚賀ＩＣ開通以来、約８年ぶりとなります。

　インターチェンジの開通により、札幌圏を中心とする道央地域とのアクセスが

夏季で約７分短縮します。競走馬や農産品の流通の利便性向上をはじめ、救急搬

送の迅速化や災害時の物資輸送ルートの確保など、地域の産業と暮らしを支える

基盤としての役割が期待されています。

　町では、企業立地や物流拠点の可能性も視野に入れながら、新冠インターチェ

ンジの開通を地域の発展につなげる取り組みを進めていきます。

　２月 28 日、レ・コード館で「日高自動車道（日高厚賀ＩＣ～新

冠ＩＣ）開通式」が行われ、金子恭之国土交通大臣をはじめ、国会

議員や北海道知事などの来賓のほか、町民や関係機関など約 200 人

が出席しました。

　式典では関係者や来賓のあいさつのほか、山本町長による地域の

紹介が行われました。また、テープカットとくす玉開披が行われ、

新冠小学校児童４人も参加して開通を祝いました。

　開通式終了後、一般開通に先立ち、新冠ＩＣ本線上で通り初め式が行われました。日高管内のゆるキャラや

関係者が見守るなか、約 60 台の車列が通り、新しい道路の門出を祝いました。

　通り初め式の後は、レ・コード館を会場に祝賀会が開催されました。祝賀会では新冠判官太鼓保存会による

演奏が披露され、演奏後には会場に大きな拍手が響きました。

通り初め式と祝賀会
■新冠インターチェンジ開通までの歩み

○平成 23 年４月以降

　　日高自動車道（日高厚賀ＩＣ～新冠ＩＣ）工事着手

○令和元年 12 月

　　大狩部トンネル（仮称）貫通 ※現新冠トンネル

○令和７年３月

　　「新冠インターチェンジ」に名称決定

○令和７年９月

　　新冠町主催 開通前記念イベント開催

○令和８年２月

　　道路防災訓練実施

　　日高自動車道（日高厚賀ＩＣ～新冠ＩＣ）開通

金子恭之国土交通大臣あいさつ山本町長による地域の紹介

関係者らによるテープカット・くす玉開披で開通をお祝いしました

開通した日高自動車道 新冠インターチェンジ入口

日高自動車道（日高厚賀ＩＣ～新冠ＩＣ）開通式
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ま ち の

話 題
あ れ こ れ

　

２
月
５
日
、
日
高
振
興
局
は
昨

年
の
ス
プ
リ
ン
タ
ー
ズ
Ｓ
（
Ｇ
Ⅰ
）

を
制
し
た
ウ
イ
ン
カ
ー
ネ
リ
ア
ン

号
の
生
産
牧
場
㈲
コ
ス
モ
ヴ
ュ
ー

フ
ァ
ー
ム
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
月
２
日
に
は
、
新

冠
町
軽
種
馬
生
産
振
興
会
が
レ
・

コ
ー
ド
館
で
令
和
７
年
重
賞

レ
ー
ス
優
勝
馬
表
彰
式
を
行
い

ま
し
た
。
令
和
７
年
の
重
賞
優

勝
馬
は
26
頭
（
20
牧
場
）
と
な
り
、

出
席
し
た
生
産
者
に
表
彰
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
月
３
日
の
節
分
に
、
新
冠
小

学
校
に
鬼
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
の
は
、
閉
校
前
の
朝

日
小
学
校
に
毎
年
現
れ
て
い
た

鬼
と
、
児
童
に
と
っ
て
ど
こ
か

見
覚
え
の
あ
る
鬼
の
２
体
で
す
。

　

鬼
が
教
室
に
入
る
と
、
児
童

は
大
き
な
声
を
上
げ
な
が
ら
、

豆
に
見
立
て
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

を
鬼
に
向
か
っ
て
投
げ
ま
し
た
。

　

時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
児
童

は
鬼
と
仲
良
く
な
り
、
最
後
は
笑

顔
で
記
念
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

新
冠
小
学
校
で
賑
や
か
な
豆
ま
き

節
分
に
２
体
の
鬼
が
学
校
訪
問

重
賞
制
覇
の
栄
誉
を
た
た
え
る

令
和
７
年
優
勝
馬
を
表
彰

　

２
月
24
日
か
ら
３
日
間
、
日

高
町
村
会
と
相
互
連
携
協
定
を

結
ぶ
日
本
女
子
大
学
の
学
生
が

来
町
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、新
冠
町
の
収
蔵
レ
コ
ー

ド
の
利
活
用
や
、
レ
・
コ
ー
ド
館

の
認
知
度
向
上
を
テ
ー
マ
と
し
た

課
題
解
決
型
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

で
、
学
生
は
レ
・
コ
ー
ド
館
を
中

心
に
見
学
し
た
ほ
か
、
音
楽
を
活

用
し
た
社
会
教
育
事
業
に
参
加
し
、

最
終
日
に
は
町
長
ら
の
前
で
事
業

型
提
案
を
発
表
し
ま
し
た
。

日
本
女
子
大
学
の
学
生
が
来
町

ま
ち
づ
く
り
提
案
を
発
表

防
災
講
演
会
を
開
催

大
川
小
の
教
訓
を
学
ぶ

　

２
月
15
日
、
町
は
レ
・
コ
ー
ド
館
シ

ア
タ
ー
で
防
災
講
演
会
を
開
催
し
、
約

１
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
宮
城
県
石
巻
市
「
大
川
伝
承
の

会
」
共
同
代
表
の
鈴
木
典
行
氏
を
招
き
、

東
日
本
大
震
災
の
津
波
で
多
く
の
児
童
と

教
員
が
犠
牲
と
な
っ
た
大
川
小
学
校
の
当

時
の
状
況
や
避
難
行
動
に
つ
い
て
、
く
わ

し
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

鈴
木
氏
は
避
難
訓
練
の
重
要
性
に
触
れ
、

安
全
な
場
所
と
避
難
経
路
を
事
前
に
確
認

す
る
必
要
が
あ
る
と
強
調
し
、「
自
分
で
命

を
守
る
行
動
を
と
る
こ
と
が
必
要
」
と
訴

え
ま
し
た
。

　

３
月
１
日
、
札
幌
市
の
滝
野

す
ず
ら
ん
丘
陵
公
園
で
開
か
れ

た
「
滝
野
小
学
生
雪
合
戦
大
会
」

で
、
新
冠
町
の
「
レ
コ
ピ
ー
ジ
ュ

ニ
ア
」
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
は
平
成
21
年
度

か
ら
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
会

議
が
参
加
児
童
を
募
っ
て
出
場

し
て
お
り
、
今
年
は
９
人
で
大

会
に
挑
み
ま
し
た
。
大
会
で
は

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
前
回

優
勝
チ
ー
ム
を
破
り
、
３
年
ぶ

り
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

レ
コ
ー
ド
と
ピ
ー
マ
ン
の
ま
ち
が

小
学
生
雪
合
戦
大
会
で
優
勝

日高振興局 ＧⅠレース優勝表彰
新冠町軽種馬生産振興会 中央競馬重賞レース優勝馬表彰

新冠町軽種馬生産振興会 地方競馬重賞レース優勝馬表彰

沖
縄
県
金
武
町
の

中
川
区
子
ど
も
会
が
来
町

　

２
月
20
日
、
町
が
少
年
国
内
研
修
で
交

流
し
て
い
る
沖
縄
県
金
武
町
中
川
区
子
ど

も
会
の
児
童
生
徒
18
人
と
引
率
者
７
人
が

来
町
し
、
レ
・
コ
ー
ド
館
で
歓
迎
交
流
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
子
ど
も
会
は
３
年
に
１
度
来
町
し
て

お
り
、
交
流
会
に
は
町
側
の
今
年
度
と
昨

年
度
の
国
内
研
修
交
流
事
業
参
加
者
や
保

護
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

交
流
会
で

は
新
冠
判
官

太
鼓
と
金
武

町
中
川
区
子

ど
も
会
に
よ

る
エ
イ
サ
ー

が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

児
童
生
徒

は
沖
縄
で
の

交
流
会
以
来

の
再
会
を
喜

び
、
お
互
い

の
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　

２
月
５
日
、
苫
小
牧
市
の
苫

小
牧
信
用
金
庫
（
久
保
田
順
司

理
事
長
）
よ
り
、
当
町
が
掲
げ

る
「
思
い
や
り
と
笑
顔
あ
ふ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
に
対
し
、

１
０
０
万
円
の
寄
附
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
寄
附
は
今
年
度
で

４
年
連
続
と
な
り
ま
す
。

　

久
保
田
理
事
長
は
、「
職
員
は

新
冠
町
民
と
し
て
暮
ら
し
て
お
り
、

町
民
の
皆
さ
ま
に
支
え
て
い
た
だ

い
て
い
る
感
謝
の
気
持
ち
か
ら
寄

附
し
ま
し
た
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し

苫
小
牧
信
用
金
庫
が
１
０
０
万
円
を
寄
附

　

２
月
14
日
、
町
と
昭
和
音
楽
大

学
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か

れ
、
約
２
０
０
人
が
来
場
し
ま
し

た
。
コ
ン
サ
ー
ト
は
町
内
３
団
体

と
昭
和
音
楽
大
学
が
共
演
し
、
音

大
出
演
者
の
多
く
は
昨
年
に
続

い
て
の
出
演
と
な
り
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
来
場
者
に
「
お

か
え
り
」
と
声
を
か
け
て
ほ
し

い
と
求
め
る
和
や
か
な
場
面
も

あ
り
ま
し
た
が
、
演
奏
が
始
ま

る
と
迫
力
と
品
格
を
備
え
た
音

色
が
来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

新
冠
町
と
昭
和
音
楽
大
学
が
共
演

第
21
回
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
コ
ン
サ
ー
ト

　

２
月
７
日
、
町
は
レ
・
コ
ー

ド
館
で
プ
ロ
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

レ
ー
サ
ー
の
田
中
陽
希
氏
を
招

き
講
演
会
を
開
催
し
、
約
２
２
０

人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
「
日
本
百
名
山
ひ
と

筆
書
き
」
な
ど
自
身
の
挑
戦
に
つ

い
て
語
ら
れ
、
新
冠
町
で
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、山
林
へ
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

設
置
に
つ
い
て
触
れ
、「
自
然
環
境

に
人
の
手
を
加
え
な
い
こ
と
が
大

切
」
と
の
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

田
中
陽
希
氏
が
語
る
挑
戦
と
自
然
観

プ
ラ
ス
ワ
ン
セ
ミ
ナ
ー
開
催
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１　

あ
っ
た
か
暖
房
費
助
成
事
業
の

実
施
結
果

　

町
で
は
、
低
所
得
世
帯
に
お
け
る
冬

季
間
の
暖
房
費
負
担
の
軽
減
を
目
的
に
、

町
民
税
非
課
税
世
帯
の
う
ち
、
高
齢
者

や
障
害
者
な
ど
の
要
配
慮
者
世
帯
を
対

象
に
、
１
世
帯
当
た
り
1
万
円
の
暖
房

費
助
成
を
制
度
化
し
、
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

　

本
事
業
は
、
灯
油
価
格
の
動
向
を
踏

ま
え
て
単
年
度
ご
と
に
実
施
を
判
断
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格

が
高
止
ま
り
し
て
い
る
令
和
３
年
度
以

降
は
、
毎
年
度
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

関
連
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年

第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
議
決
を
い
た

だ
き
、
財
源
は
前
年
度
と
同
様
「
物
価

高
騰
対
応
重
点
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」

か
ら
充
当
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

支
給
申
請
の
受
付
期
間
は
、
９
月
８

日
か
ら
２
月
２
日
ま
で
の
約
５
カ
月
間

と
し
、
町
政
事
務
委
託
文
書
に
よ
る
チ

ラ
シ
配
布
に
加
え
、
町
広
報
へ
の
記
事

掲
載
や
地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な

ど
の
ご
協
力
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
制

度
の
周
知
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
前
年
度
と
同
程
度
の

３
７
５
世
帯
か
ら
申
請
が
あ
り
、
審
査

の
結
果
、
町
民
税
の
課
税
世
帯
に
該
当

す
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
支
給
対
象
外

と
な
っ
た
22
世
帯
を
除
き
、
高
齢
者
世

帯
３
２
０
世
帯
、
障
が
い
者
世
帯
18
世

帯
、
ひ
と
り
親
世
帯
15
世
帯
の
合
計

３
５
３
世
帯
に
総
額
３
５
３
万
円
を
給

付
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
社
会
情
勢
や
町

民
の
生
活
実
態
を
注
視
し
な
が
ら
、
町

民
の
生
活
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
福
祉

施
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２　

青
年
団
体
と
の
懇
談
会
の
実
施

結
果

　

令
和
７
年
第
４
回
定
例
会
の
町
政
懇

談
会
に
係
る
行
政
報
告
に
お
い
て
、
青

年
団
体
と
の
懇
談
会
を
開
催
予
定
で
あ

る
こ
と
を
ご
報
告
し
、「
若
い
世
代
の
意

見
を
し
っ
か
り
と
聞
き
取
り
た
い
」
と

申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

定
例
会
後
の
12
月
17
日
、
町
青
年
団
体

連
絡
会
議
を
構
成
す
る
各
団
体
の
皆
さ

ん
と
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

「
ふ
る
さ
と
盆
踊
り
」
や
「
ろ
う
そ
く

出
せ
」、
さ
ら
に
は
レ
・
コ
ー
ド
館
内
で

の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
装
飾
な
ど
、

当
町
に
お
け
る
若
者
の
主
体
的
な
活
動

は
、
他
町
に
は
な
い
意
義
あ
る
取
り
組

み
で
あ
り
、
当
町
の
ま
ち
づ
く
り
を
明

る
く
照
ら
す
大
き
な
力
で
あ
る
と
考
え

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
度
、
町
内
青
年
団
体
と
の
懇
談

会
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は

私
の
公
約
で
あ
る
「
次
世
代
に
つ
な
ぐ

ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
上
で
、
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
対
話
の
機
会
で
あ
る

と
の
特
別
な
思
い
を
も
っ
て
実
施
し
た

も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
５
団
体
か
ら
計
22
名
の
青

年
に
出
席
い
た
だ
き
、
ま
ち
づ
く
り
の

現
状
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
後
、
意

見
交
換
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
意
見

交
換
で
は
、「
農
地
の
継
承
」、「
青
年
団

体
の
活
動
継
続
」、
さ
ら
に
は
「
子
育
て

に
関
す
る
支
援
体
制
」
な
ど
、
幅
広
い

ご
意
見
や
ご
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
ご
意
見
に
は
、
未
来
に
向

か
っ
て
新
冠
町
を
引
き
継
い
で
い
き
た

い
と
い
う
強
い
思
い
が
共
通
し
て
流
れ

て
お
り
、
町
の
未
来
を
次
世
代
に
確
実

に
つ
な
い
で
い
き
た
い
と
い
う
私
の
思

い
と
、
見
つ
め
る
先
は
同
じ
で
あ
る
と

受
け
と
め
、
改
め
て
心
強
く
感
じ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

出
席
さ
れ
た
青
年
の
皆
さ
ん
と
は
、

懇
談
会
そ
し
て
親
睦
会
と
時
間
を
共
に

す
る
こ
と
が
で
き
、
短
い
時
間
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
未
来
に
向
け
た
思
い
を

共
有
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
歩
み
は
、
立
ち
止
ま

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
今
を
生
き
る

世
代
か
ら
未
来
を
担
う
世
代
へ
と
新
冠

町
を
し
っ
か
り
と
引
き
継
い
で
行
く
た

め
、
今
後
も
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話

を
大
切
に
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
行
く
所
存
で
す
。

３　

町
に
よ
る
給
付
金
事
業
の
実
施

結
果

　

町
が
独
自
に
実
施
し
た
給
付
金
事
業

が
、
２
月
28
日
付
け
で
受
付
事
務
を
終

了
し
ま
し
た
。

　

物
価
高
騰
が
町
民
生
活
に
大
き
な
負

担
を
強
い
、
少
な
か
ら
ず
全
て
の
町
民
に

影
響
を
及
ぼ
す
、
そ
の
よ
う
な
社
会
情

勢
が
長
期
に
亘
っ
て
継
続
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
、
町
が
実
施

し
た
独
自
の
給
付
金
事
業
は
、
国
の
臨

時
特
別
給
付
金
の
支
給
を
受
け
な
か
っ

た
世
帯
、
２
０
１
５
世
帯
を
対
象
と
し
、

支
給
額
を
一
世
帯
当
た
り
１
万
５
千
円

と
し
て
給
付
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
加
算
と
し
て
、
18
歳

以
下
の
子
ど
も
６
２
３
人
に
対
し
、
各

５
千
円
を
加
算
し
て
給
付
す
る
こ
と
で
、

物
価
高
対
策
と
同
時
に
子
育
て
支
援
と

し
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。

町
長
行
政
報
告

　

申
請
受
付
は
、
昨
年
10
月
14
日
か
ら

開
始
し
、
申
請
受
付
後
、
随
時
給
付
事

務
を
行
い
、
２
月
28
日
現
在
、
総
給

付
世
帯
１
８
４
９
戸
、
総
給
付
総
額

３
０
６
３
万
円
、
給
付
対
象
に
対
す
る

給
付
率
は
、
93
・
３
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
給
付
に
至
ら
な
っ
た
ケ
ー
ス
は
、

居
所
不
明
の
ほ
か
申
請
の
意
思
表
示
が

な
か
っ
た
方
で
、
再
三
の
意
思
確
認
に

対
し
回
答
が
な
か
っ
た
方
々
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

給
付
金
事
業
の
実
施
に
は
、
事
務
担

当
職
員
の
負
担
が
大
き
い
こ
と
が
事
業

実
施
上
の
支
障
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
度
の
給
付
金
事
業
に
お
い
て
は
、

役
場
内
で
横
断
的
に
取
り
組
ん
だ
こ
と

で
特
定
の
課
、
職
員
の
負
担
軽
減
を
図

る
こ
と
が
で
き
た
な
ど
、
今
後
、
同
様

の
取
り
組
み
の
糧
と
な
る
給
付
金
事
業

で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
も
な
お
、
物
価
高
騰
の
社
会
情
勢

が
続
く
中
、
物
価
高
対
策
は
国
の
政
策

を
も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
本
来
と
考

え
ま
す
が
、
町
と
し
て
も
町
民
の
生
活

に
寄
り
添
っ
た
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

今
後
も
十
分
に
意
を
用
い
て
行
く
所
存

で
す
。

４　

旧
青
年
の
家
無
償
貸
与
に
係
る

事
業
者
の
募
集
結
果

　

青
年
の
家
は
長
年
、
町
が
運
営
す
る

研
修
宿
泊
施
設
と
し
て
、
多
く
の
方
々

に
利
用
さ
れ
、
愛
さ
れ
た
施
設
で
、
町

外
の
高
校
部
活
動
の
合
宿
施
設
と
し
て

も
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
利
用
者

数
の
減
少
な
ど
を
理
由
に
、
令
和
７
年

３
月
31
日
を
も
っ
て
教
育
施
設
と
し
て

の
役
割
を
終
え
る
に
至
り
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
に
入
り
、
関
係
各
課
は

旧
青
年
の
家
利
活
用
の
協
議
を
開
始
し
、

既
存
建
物
の
建
築
規
制
の
確
認
、
あ
る

い
は
新
た
な
利
用
の
可
能
性
な
ど
、
多

角
的
な
協
議
を
行
っ
た
結
果
、
施
設
用

途
は
「
旅
館
・
宿
泊
利
用
」
に
制
限
さ

れ
る
こ
と
な
ど
を
確
認
し
た
上
で
、
使

用
目
的
を
「
旅
館
、
ホ
テ
ル
な
ど
宿
泊

施
設
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
」、
お
よ
び

「
建
物
維
持
管
理
を
借
受
人
が
行
う
こ

と
」
な
ど
を
条
件
に
無
償
で
貸
付
け
る

こ
と
と
し
て
９
月
19
日
か
ら
11
月
30
日

ま
で
の
間
、
借
受
人
の
募
集
を
行
い
ま

し
た
。

　

募
集
開
始
後
は
、
町
政
事
務
文
書
で

の
町
内
周
知
の
ほ
か
、
各
種
新
聞
報
道

な
ど
に
よ
っ
て
、
広
く
町
内
外
に
募
集

情
報
を
発
信
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
町
内
の
法
人
２
社
と
町

外
の
法
人
１
社
の
計
３
社
か
ら
応
募
が

あ
り
、
募
集
要
項
な
ど
の
定
め
に
基
づ

き
選
考
委
員
会
に
お
い
て
、
借
用
候
補

者
が
選
考
さ
れ
ま
し
た
。

　

選
考
さ
れ
た
の
は
、
浦
河
町
に
あ
る

一
般
社
団
法
人
ゼ
ロ
ネ
ク
ス
ト
ワ
ン
で
、

主
に
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
・
受
入
れ

お
よ
び
高
齢
者
向
け
の
健
康
運
動
支
援

を
行
う
団
体
で
、
同
法
人
は
、
旧
青
年

の
家
を
合
宿
の
誘
致
と
受
入
れ
に
加
え

工
事
労
働
者
向
け
の
宿
泊
施
設
と
し
て

運
営
す
る
ほ
か
、
高
齢
者
向
け
の
運
動

教
室
の
開
催
を
も
計
画
す
る
こ
と
な
ど

が
、
町
が
求
め
る
募
集
要
件
に
合
致
す

る
と
し
て
借
用
候
補
者
に
選
考
さ
れ
た

も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

選
考
委
員
会
は
、
１
月
20
日
に
開
催

さ
れ
、
直
ち
に
選
考
結
果
の
報
告
を
受

け
、
同
日
付
で
こ
れ
を
承
認
し
た
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

旧
青
年
の
家
は
、
今
後
、
準
備
期
間

を
経
て
、
新
た
な
施
設
に
生
ま
れ
変
わ

り
ま
す
が
、
多
く
の
方
々
に
愛
さ
れ
、

ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る
施
設
で
あ
り
続

け
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

町
と
し
て
も
運
営
を
担
う
ゼ
ロ
ネ
ク

ス
ト
ワ
ン
と
連
携
を
図
り
、
運
営
の
波

及
効
果
が
多
方
面
に
及
ぶ
よ
う
尽
力
す

る
所
存
で
す
。

５　

Ｊ
Ｒ
用
地
の
取
得

　

「
Ｊ
Ｒ
用
地
の
取
得
」
に
つ
い
て
報
告

し
ま
す
。
令
和
３
年
３
月
31
日
を
も
っ

て
Ｊ
Ｒ
日
高
線
は
廃
止
と
な
り
、
翌
４

月
１
日
か
ら
は
鉄
路
が
担
っ
て
き
た
公

共
交
通
の
役
割
が
全
面
的
に
バ
ス
交
通

へ
転
換
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
降
、
公
共
交
通
の
確
保
と
維
持
は
、

日
高
管
内
７
町
に
共
通
す
る
重
要
な
政

策
課
題
と
し
て
、
７
町
が
協
働
で
協
議

を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
鉄
路
の
廃
止
に
伴
い
、
沿
線

各
町
に
は
Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
有
す
る
鉄
道

用
地
が
残
る
こ
と
と
な
り
、
当
町
に
お

い
て
も
、
将
来
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
観

点
か
ら
、
活
用
の
可
能
性
が
あ
る
用
地

に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
譲
渡
に
係

る
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
協
議
は
、
町
が
将
来
的
な

活
用
を
見
据
え
て
用
地
の
取
得
協
議
を

行
う
一
方
で
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
お
い
て

は
譲
渡
に
伴
う
各
種
許
認
可
手
続
き
や

関
係
機
関
と
の
事
務
整
理
が
必
要
と
な

り
、
時
間
を
要
す
る
事
務
作
業
で
あ
り

ま
し
た
が
、
令
和
７
年
11
月
１
日
付
け

で
無
償
譲
渡
契
約
を
締
結
し
、
そ
の
後

12
月
16
日
付
け
で
登
記
手
続
き
が
完
了

し
ま
し
た
の
で
、
報
告
し
ま
す
。

　

今
回
、
譲
渡
を
受
け
た
用
地
は
、
旧

節
婦
築
港
踏
切
か
ら
稲
荷
川
ま
で
の

区
間
で
、
延
長
１
３
９
７
ｍ
、
面
積

２
万
５
６
８
８
・
７
３
㎡
の
節
婦
市
街
地

を
中
心
と
す
る
区
間
、
お
よ
び
新
冠
市

街
地
線
１
号
支
線
か
ら
山
藤
宅
付
近
ま

で
を
区
間
と
す
る
延
長
１
５
１
ｍ
、
面

積
２
万
５
１
２
２
・
７
２
㎡
の
新
冠
市
街

地
を
中
心
と
す
る
区
間
で
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
用
地
に
つ
い
て
も
、
土
地

の
評
価
額
と
用
地
附
帯
物
の
撤
去
費
用

を
等
価
と
す
る
考
え
の
下
、
町
が
無
償

で
譲
り
受
け
る
契
約
と
な
っ
て
お
り
、

取
得
用
地
は
、
幅
員
が
限
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
構
造
物
の
建
築
用
地
と
し

て
の
活
用
に
は
制
約
が
あ
る
も
の
の
、

住
宅
地
な
ど
に
隣
接
す
る
市
街
地
内
の

第１回定例会

議　会
-第１回定例会 -

　３月４日に招集された第１回定例町議会

は 12 日、全日程を終えて閉会しました。

　定例会では、町長、教育長の行政報告の

ほか、新年度予算などが審議されました。

　広報では、町長と教育長の行政報告内容

についてお知らせします。
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交
通
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
有
効
な

交
通
体
系
の
一
つ
と
考
え
て
お
り
、
今

後
に
お
い
て
は
、
実
証
事
業
の
結
果
を

踏
ま
え
、
利
用
実
態
や
費
用
対
効
果
を

検
証
し
な
が
ら
、
利
便
性
と
経
済
性
の

両
立
を
図
り
、
持
続
可
能
な
地
域
公
共

交
通
体
系
の
構
築
に
向
け
た
検
討
を
継

続
し
て
行
く
方
針
で
ご
ざ
い
ま
す
。

８　

日
高
徳
洲
会
病
院
移
転
改
築
に
係

る
住
民
説
明
会
の
実
施
結
果

　

日
高
徳
洲
会
病
院
が
当
町
西
泊
津
地

区
へ
移
転
し
、
新
た
に
病
院
建
設
に
着

手
す
る
こ
と
は
、
町
の
医
療
・
福
祉
体

制
の
充
実
を
図
り
、
全
て
の
町
民
が
将

来
に
わ
た
り
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
つ
な
が

る
も
の
と
し
て
、
多
く
の
町
民
か
ら
期

待
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
事
業
で
あ
り
ま

す
。

　

一
方
で
、
建
設
予
定
地
の
近
隣
に
お

住
ま
い
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、

こ
れ
ま
で
親
し
ん
で
き
た
景
観
や
生
活

環
境
が
変
化
す
る
こ
と
へ
の
不
安
や
戸

惑
い
が
あ
る
こ
と
を
、
町
と
し
て
重
く

受
け
止
め
た
上
で
、
事
業
を
推
進
す
る

考
え
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

近
隣
住
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た

説
明
会
は
、
昨
年
３
回
実
施
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
説
明
会
に
お
い
て
は
、
町

が
示
す
地
域
医
療
の
必
要
性
や
公
共
性
、

さ
ら
に
は
将
来
像
の
説
明
が
必
ず
し
も

十
分
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
な
い
場
面

も
あ
っ
た
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
隣
住
民
の
皆
さ

ん
が
抱
か
れ
て
い
る
思
い
は
、
自
然
や

景
観
を
大
切
に
し
、
将
来
の
世
代
に
よ

り
良
い
環
境
を
引
き
継
ぎ
た
い
と
い
う

も
の
で
あ
り
、
そ
の
根
底
に
あ
る
考
え

方
は
、
町
が
目
指
す
将
来
像
と
本
質
的

に
同
じ
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
同
じ
目
標
を
共
有
す

る
立
場
と
し
て
、
対
話
を
重
ね
、
相
互

理
解
を
深
め
な
が
ら
、
建
設
的
な
協
議

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
考
え
の
も
と
、
レ
・
コ
ー

ド
の
森
自
治
会
と
夕
日
ケ
丘
自
治
会
を

対
象
と
し
た
説
明
会
を
本
年
２
月
10
日

に
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
説
明
会
は
、
建
設
予
定
地

内
に
お
け
る
病
院
お
よ
び
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
施
設
配
置
計
画
に
つ
い
て
説

明
す
る
た
め
の
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
に

寄
せ
ら
れ
た
近
隣
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
踏
ま
え
、
町
と
徳
洲
会
が
協
議

を
重
ね
た
結
果
と
し
て
、
建
設
予
定
地

を
隣
接
す
る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
敷
地
の

一
部
を
活
用
す
る
形
で
拡
張
し
、
病
院

施
設
本
体
を
住
宅
地
か
ら
約
90
ｍ
距
離

を
と
る
な
ど
、
現
時
点
で
可
能
な
限
り

ご
意
見
を
反
映
さ
せ
た
内
容
と
し
て
示

し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

出
席
し
た
地
域
住
民
の
方
々
は
31
名

と
限
ら
れ
た
中
で
の
開
催
で
あ
っ
た
た

め
、
説
明
会
で
配
布
し
た
資
料
を
各
世

帯
に
配
付
し
、
改
め
て
ご
意
見
な
ど
を

募
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

説
明
会
で
は
、
景
観
に
対
す
る
思
い

や
、
自
治
会
内
の
環
境
整
備
な
ど
に
つ

い
て
の
ご
意
見
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の

で
、
こ
れ
ら
の
声
を
受
け
止
め
、
対
応

の
検
討
を
加
え
る
と
と
も
に
、
今
後
も

計
画
内
容
に
つ
い
て
随
時
、
説
明
会
を

開
催
し
て
行
く
考
え
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

な
お
、
日
高
徳
洲
会
病
院
移
転
改
築

に
係
る
整
備
事
業
は
、
今
後
、
設
計
や

許
認
可
な
ど
事
務
事
業
が
中
心
と
な
る

段
階
に
移
行
し
て
い
く
こ
と
か
ら
、
所

管
の
常
任
委
員
会
に
お
い
て
適
宜
報
告
・

説
明
を
行
う
と
と
も
に
、
各
工
程
の
大

き
な
節
目
に
お
い
て
行
政
報
告
を
行
っ

て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

９　

新
冠
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
通

と
記
念
祝
賀
会
の
開
催
結
果

　

「
新
冠
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
通
と

記
念
祝
賀
会
の
開
催
結
果
」
に
つ
い
て

報
告
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
４
月
21
日
に
厚
賀
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
開
通
し
て
以
来
、
日

高
自
動
車
道
の
当
町
へ
の
延
伸
と
新
た

な
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
は
、
多

く
の
町
民
が
待
ち
望
み
、
開
通
に
寄
せ

る
期
待
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
通
は
、
札

幌
圏
を
中
心
と
す
る
道
央
圏
の
ほ
か
、

主
要
な
圏
域
と
の
ア
ク
セ
ス
時
間
の
短

縮
に
と
ど
ま
ら
ず
、
産
業
面
に
お
い
て

も
物
流
効
率
の
向
上
に
よ
る
生
産
性
の

改
善
や
企
業
立
地
の
可
能
性
を
広
げ
る

と
と
も
に
、
生
活
面
に
お
い
て
は
医
療

圏
の
拡
大
や
、
災
害
時
等
に
お
け
る
物

資
輸
送
ル
ー
ト
の
確
保
な
ど
、
地
域
全

体
に
資
す
る
基
盤
整
備
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

　

新
冠
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
２
月
28

日
に
開
通
日
を
迎
え
、
同
日
、
節
目
の

行
事
と
し
て
室
蘭
開
発
建
設
部
に
よ
る

開
通
式
お
よ
び
通
り
初
め
式
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、会
場
を
レ
・
コ
ー

ド
館
と
し
て
、
高
規
格
道
路
日
高
自
動

車
道
早
期
建
設
促
進
期
成
会
に
よ
る
記

念
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
国
土
交
通
大
臣
を
は
じ

め
、
国
会
議
員
、
北
海
道
知
事
な
ど
の

来
賓
ほ
か
、
地
権
者
の
皆
さ
ん
や
町
民
、

関
係
機
関
の
方
々
に
ご
出
席
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
で
は
、
郷
土
芸
能
の
新
冠
判

官
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
演
奏
が
披
露
さ

れ
る
な
ど
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
執
り
行
わ
れ
、
来
賓
の
皆
さ
ま
か

ら
は
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
通
を

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
く

こ
と
へ
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
終
了
後
の
午
後
３
時
に
は
、

新
冠
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
正
式
に
供

用
開
始
と
な
り
、
一
般
車
両
の
通
行
が

開
始
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
通
が
、
今

後
ど
の
よ
う
な
人
流
や
物
流
の
変
化
を
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土
地
が
多
く
を
占
め
、
将
来
的
な
利
活

用
の
可
能
性
を
有
す
る
土
地
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
取
得
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
用

地
は
町
有
地
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
今

後
に
お
い
て
は
、
町
全
体
の
ま
ち
づ
く

り
の
方
向
性
を
踏
ま
え
つ
つ
、
関
係
者

な
ど
の
意
見
を
聞
き
取
り
な
が
ら
、
利

活
用
の
方
策
に
つ
い
て
検
討
・
協
議
を

進
め
て
行
く
考
え
で
ご
ざ
い
ま
す
。

６　

移
住
促
進
住
宅
お
よ
び
朝
日
開
拓

婦
人
ホ
ー
ム
の
公
売
結
果

　

移
住
促
進
住
宅
お
よ
び
朝
日
開
拓
婦

人
ホ
ー
ム
の
２
件
の
公
売
を
実
施
し
ま

し
た
の
で
、
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　

今
回
実
施
し
た
２
件
の
公
売
に
つ
い

て
は
、
公
売
財
産
の
用
途
や
性
質
は
異

な
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
町
有
財
産
と

し
て
一
定
の
役
割
を
終
え
た
施
設
と
判

断
し
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
住
環

境
の
確
保
と
、
将
来
を
見
据
え
た
土
地
・

建
物
の
有
効
活
用
を
目
的
と
し
て
実
施

し
た
も
の
で
す
。

　

は
じ
め
に
、
移
住
促
進
住
宅
に
つ
い

て
で
す
が
、
当
該
賃
貸
住
宅
は
、
平
成

22
年
に
旧
教
職
員
住
宅
を
全
面
改
修
し
、

町
の
人
口
確
保
対
策
を
目
的
と
し
た
移

住
促
進
住
宅
と
し
て
整
備
さ
れ
、
愛
称

を
「
ナ
ナ
カ
マ
ド
」
と
し
て
長
年
に
わ

た
り
供
用
し
て
ま
い
り
、
こ
の
間
、
町

外
か
ら
20
世
帯
が
入
居
し
、
当
町
の
移

住
施
策
推
進
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た

も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
改
修
整
備
か
ら
15
年
を
経

過
し
、
移
住
促
進
住
宅
と
し
て
の
役
割

は
一
定
程
度
果
た
し
た
こ
と
に
加
え
、

近
年
の
建
築
費
高
騰
に
よ
り
町
民
の
住

宅
取
得
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
状
況
を

踏
ま
え
、
町
民
の
定
住
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
施
策
へ
と
転
換
を
図
る
こ
と
が
適
当

と
判
断
し
、
町
民
を
対
象
に
公
売
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
売
却
対
象
と
し
た
５
戸

全
て
が
一
旦
は
売
却
と
な
り
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
１
件
は
落
札
後
に
辞
退
の

申
し
出
が
あ
り
、
契
約
締
結
に
は
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
移
住
促
進

住
宅
の
公
売
に
よ
っ
て
、
戸
建
て
住
宅

の
ニ
ー
ズ
も
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
の
で
、
今
後
の
定
住
施
策
の
検
討

に
も
つ
な
が
る
取
り
組
み
で
あ
っ
た
と

感
じ
て
お
り
、
引
き
続
き
移
住
促
進
と

定
住
支
援
の
両
立
を
図
る
新
た
な
施
策

の
構
築
に
努
め
て
い
く
考
え
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

次
に
、
朝
日
開
拓
婦
人
ホ
ー
ム
に
つ

い
て
で
す
が
、
本
施
設
は
昭
和
39
年
に

建
設
さ
れ
、
地
域
住
民
の
福
祉
の
増
進

と
生
活
文
化
の
向
上
の
用
に
供
す
る
拠

点
と
し
て
、
ま
た
地
域
保
育
所
と
し
て

も
長
き
に
わ
た
り
利
用
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
近
年
は
老
朽
化
が
著
し
く
、
維

持
管
理
や
今
後
の
利
活
用
に
つ
い
て
検

討
が
必
要
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
施
設
の
敷
地
は
、
面
積
が

１
９
９
２
・
６
３
㎡
と
一
定
の
規
模
が

あ
り
、
戸
建
て
お
よ
び
集
合
住
宅
の
建

築
の
ほ
か
、
店
舗
や
事
務
所
な
ど
各
種

事
業
活
動
の
拠
点
に
も
活
用
で
き
る
も

の
と
判
断
し
、
公
売
を
実
施
し
た
結
果
、

売
却
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

　

人
口
減
少
が
進
行
す
る
中
に
あ
っ
て

は
、
町
外
か
ら
人
を
呼
び
込
む
「
移
住

施
策
」
と
、
町
内
に
長
く
住
み
続
け
て

い
た
だ
く
た
め
の
「
定
住
施
策
」
の
双

方
と
、
町
有
財
産
の
有
効
活
用
を
併
せ

て
一
体
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
ま
し
て
は
、
今
後
に
お
い
て

も
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
町
有
財
産
の
適
切
な
活
用
と
、

移
住
・
定
住
施
策
の
充
実
に
取
り
組
ん

で
行
く
所
存
で
す
の
で
、
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

７　

Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
実
証

事
業
の
実
施
状
況

　

町
は
、
こ
れ
ま
で
定
時
定
路
線
方
式

に
よ
り
運
行
し
て
き
た
地
域
巡
回
バ
ス

に
つ
い
て
、
利
用
者
の
利
便
性
向
上
と

運
行
効
率
の
改
善
を
目
的
と
し
て
、
昨

年
10
月
15
日
か
ら
、
利
用
者
が
事
前
に

予
約
を
行
い
、
自
宅
前
な
ど
で
乗
降
す

る
予
約
型
公
共
交
通
で
あ
る
デ
マ
ン
ド

バ
ス
方
式
へ
の
転
換
を
実
証
事
業
と
し

て
開
始
し
ま
し
た
。

　

本
実
証
事
業
で
は
、
複
数
の
予
約
情

報
を
基
に
Ａ
Ｉ
が
最
適
な
運
行
ル
ー
ト

を
生
成
す
る
Ａ
Ｉ
運
行
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
、
最
短
経
路
で
の
運
行
が
可
能
と

な
る
「
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
」
と

す
る
こ
と
で
、
徒
歩
移
動
の
短
縮
、
屋

外
で
の
待
ち
時
間
の
解
消
、
さ
ら
に
は

乗
車
時
間
の
短
縮
な
ど
、
利
用
者
の
身

体
的
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ
て
お
り
、

利
用
者
か
ら
一
定
の
評
価
を
得
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

実
証
事
業
を
開
始
し
た
昨
年
10
月

15
日
か
ら
本
年
２
月
14
日
ま
で
の
４

カ
月
間
に
お
け
る
累
計
利
用
者
数
は

３
４
３
８
人
で
、
一
日
平
均
利
用
者
数

は
33
・
７
人
と
な
っ
て
お
り
、
定
時
定

路
線
方
式
で
運
行
し
て
い
た
と
き
の
一

日
平
均
利
用
者
数
33
・
49
人
と
ほ
ぼ
同

数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
予
約
手
続
き
へ
の
理
解
が
進

み
、
加
え
て
制
度
周
知
を
図
る
こ
と
で
、

更
な
る
利
用
者
数
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
も
の
と
考
え
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
方
で
、
本
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ

て
は
、
予
約
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
お
い

て
当
初
の
想
定
を
上
回
る
経
費
を
要
し

た
こ
と
で
、
燃
料
費
や
修
繕
費
な
ど
の

経
費
削
減
効
果
を
差
し
引
い
て
も
な
お
、

次
年
度
当
初
予
算
額
が
増
額
に
な
る
な

ど
、
財
政
面
に
お
け
る
課
題
も
生
じ
て

お
り
ま
す
。

　

Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
事
業
は
、

人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
に

お
い
て
、
限
ら
れ
た
資
源
で
地
域
公
共
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　認知症、知的障がい、精神障がいなどで判断能力が不十分な人は、財産管理や契約行為などをするのが難

しい場合があります。正しい判断ができずに不利益な契約を結んだり、悪徳商法の被害にあう恐れもあります。

このように判断能力が不十分な人たちを保護し、支援するのが「成年後見制度」です。

　高齢社会を背景に、今後も利用者の増加が見込まれる成年後見制度。その内容や利用方法を紹介します。

　成年後見制度は大きく分けると、「法定後見制度」と「任意後見制度」の 2つです。

　法定後見制度が認知症などで判断能力がすでに不十分な人を対象とするのに対し、任意後見制度は将来判

断能力が不十分になった時に備える制度です。

　法定後見制度は、本人や四親等内の親族などの申し立てで、家庭裁判所が成年後見人等を選任します。また、

法定後見では本人の判断能力などで、さらに「後見」「保佐」「補助」の３つに分類されます。

も
た
ら
す
か
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で

は
見
極
め
が
必
要
で
あ
り
ま
す
が
、
当

町
に
と
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
選
択
肢

を
広
げ
る
重
要
な
基
盤
が
整
っ
た
も
の

と
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

　

新
冠
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
通
を

一
つ
の
契
機
と
し
て
、
企
業
立
地
や
物

流
拠
点
の
可
能
性
な
ど
を
含
め
、
単
な

る
交
通
利
便
性
の
向
上
に
と
ど
ま
ら
な

い
波
及
効
果
が
生
ま
れ
る
よ
う
、
関
係

施
策
と
連
動
さ
せ
な
が
ら
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

10　

国
保
診
療
所
の
新
た
な
医
師
の

就
任

　

現
在
、
国
保
診
療
所
の
診
療
体
制
は
、

昨
年
８
月
か
ら
渡
部
所
長
が
病
に
よ
る

長
期
療
養
を
さ
れ
て
お
り
、
現
在
も
な

お
闘
病
中
で
あ
り
、
休
職
中
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
間
、
常
勤
医
師
が
佐
藤
医
師

１
名
だ
け
の
体
制
が
続
い
て
お
り
、
出

張
応
援
医
師
な
ど
の
協
力
に
よ
り
体
制

維
持
に
最
大
限
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
や
む
な
く
外
来
診
療
を
休
診
す
る

日
も
多
く
な
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
多

大
な
る
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
お
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
新
た
な
医
師
の
公
募
を
続

け
て
お
り
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
本
年

５
月
１
日
か
ら
率
先
し
て
地
域
医
療
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
医
師

が
国
保
診
療
所
に
勤
務
頂
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
の
で
ご
報
告
し
ま
す
。

　

新
た
な
常
勤
医
師
と
し
て
就
任
い
た

だ
く
医
師
は
、
本
江
正
臣
医
師
で
あ
り

ま
す
。

　

先
生
の
国
保
診
療
所
に
お
け
る
診
療

科
目
は
内
科
で
あ
り
ま
す
。
豊
富
な
職

歴
と
実
務
経
験
を
有
し
、
患
者
さ
ん
優

先
主
義
の
お
考
え
が
強
く
、
患
者
さ
ん

一
人
一
人
を
大
切
に
し
て
頂
け
る
医
師

で
あ
る
と
確
信
し
て
お
り
、
新
冠
町
に

と
っ
て
適
任
な
医
師
が
国
保
診
療
所
で

勤
務
し
て
頂
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

日
高
徳
洲
会
に
当
町
の
医
療
を
託
す

ま
で
の
間
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
町
民

へ
の
医
療
提
供
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ

う
引
き
続
き
国
保
診
療
所
の
診
療
体
制

の
維
持
に
努
め
ま
す
が
、
こ
の
度
、
診

療
体
制
維
持
の
要
で
あ
る
医
師
を
招
へ

い
す
る
こ
と
が
で
き
た
一
方
で
、
閉
所

方
針
下
に
お
け
る
診
療
所
運
営
は
、「
財

政
的
」
に
も
「
職
員
体
制
維
持
の
面
」

で
も
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
徳
洲

会
移
転
計
画
の
進
捗
と
と
も
に
、
今
後
、

議
会
と
も
逐
次
協
議
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。

１　

令
和
７
年
度
全
国
体
力
・
運
動

能
力
、
運
動
習
慣
等
調
査
結
果

※� 

本
調
査
の
結
果
お
よ
び
分
析
に
つ
い

て
は
、
本
誌
13
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

２　

新
冠
中
学
校
卒
業
生
の
進
路
希
望

状
況

　

本
年
度
の
進
路
希
望
状
況
は
、
43
名

の
生
徒
全
員
が
進
学
を
希
望
し
て
お
り
、

出
願
の
内
訳
で
は
、
静
内
高
校
24
名
、

静
内
農
業
高
校
８
名
、
道
内
公
立
高
校

６
名
、
道
内
私
立
高
校
５
名
、
道
外
私

立
高
校
１
名
と
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、

こ
の
う
ち
、
２
月
27
日
現
在
で
８
名
の

合
格
が
内
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
３
月
４
日
、
５
日
に
公
立
高

校
の
学
力
検
査
、
面
接
試
験
が
行
わ
れ
、

合
格
発
表
は
、
３
月
17
日
の
予
定
で
す
。

３　

令
和
７
年
度
新
冠
町
少
年
国
内

研
修
交
流
事
業

　

本
年
度
実
施
の
新
冠
町
少
年
国
内
研

修
交
流
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
去
る

１
月
７
日
か
ら
10
日
に
か
け
参
加
児
童
・

生
徒
10
名
、
私
を
含
ん
だ
引
率
３
名
で

沖
縄
県
を
訪
れ
研
修
を
終
え
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
沖
縄
の
自
然
、
風

土
か
ら
北
海
道
と
の
違
い
を
肌
で
感
じ

視
野
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ひ
め
ゆ
り
の
塔
、
平
和
祈
念
公
園
で
は

か
つ
て
沖
縄
で
お
こ
っ
た
凄
惨
な
記
録

を
目
に
焼
き
付
け
、
沖
縄
戦
で
命
を
落

と
さ
れ
た
全
て
の
英
霊
の
御
霊
に
哀
悼

の
誠
を
さ
さ
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
盛
大
な
歓
迎
を
い
た
だ
い
た

中
川
区
の
皆
さ
ん
と
の
出
会
い
は
多
く

の
交
流
を
生
み
、
子
ど
も
た
ち
は
互
い

に
友
情
を
育
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
の
な
か
に
は
、「
私
は

こ
の
沖
縄
研
修
で
、
自
主
性
と
責
任
感
、

仲
間
と
協
力
す
る
力
を
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
部
屋
の
鍵
を
無
く
し
た

り
、
寝
坊
し
た
り
な
ど
の
失
敗
は
あ
り

ま
し
た
が
自
主
研
修
で
仲
間
と
協
力
す

る
こ
と
が
で
き
た
し
、
自
分
の
意
思
を

仲
間
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
の
失
敗
や
経
験
、
体
験
な

ど
を
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
活
か
し
て
が

ん
ば
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。」
と
い

う
感
想
を
も
っ
た
者
も
お
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
３
年
に
一
度
の
受
け
入
れ

の
年
で
あ
り
、
２
月
20
日
か
ら
21
日
に

か
け
金
武
町
中
川
区
か
ら
の
訪
問
団
総

勢
25
名
を
受
け
入
れ
、
心
温
ま
る
豊
か

な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

中
川
区
の
皆
さ
ん
は
、
レ
・
コ
ー
ド

館
で
の
交
流
、
ホ
ロ
シ
リ
乗
馬
ク
ラ
ブ

で
の
乗
馬
体
験
、
新
冠
町
内
視
察
を
笑

顔
の
内
に
終
え
ら
れ
次
の
目
的
地
で
あ

る
国
立
日
高
青
少
年
自
然
の
家
へ
向
け

出
発
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
新
冠
町
少
年
国
内
研
修
交

流
事
業
の
成
果
と
課
題
を
次
年
度
に
つ

な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

第１回定例会

教
育
長
行
政
報
告

役 場 か ら の お 知 ら せ
 － Niikappu Town Office Information －

■成年後見人等ができること

【財産管理】

・自宅や土地等の不動産の管理

・預貯金や年金等の金銭管理

・不当な契約や悪徳商法への対応

・法律行為（財産に関する契約等）

【身上監護】

・入院の手続き・医療費の支払い

・水道・電気料金等の公共料金の支払い

・介護サービスや施設入所の契約・手続き

・定期的な訪問や生活状況の確認

■成年後見人等ができないこと

・手術や治療などの医療行為への同意

・毎日の買い物や食事の準備

・賃貸借契約の保証人

・遺言作成や婚姻、離婚の手続きなど

■法定後見制度のポイント

　成年後見人等ができることは、本人の判断能

力（後見、保佐、補助）や生活状況によって支

援内容は変わります。

　また、誤解されがちですが、成年後見人等は

本人や家族に代わって何でもできるわけではあ

りません。

新冠町地域包括センターからのお知らせ

『成年後見制度を知っていますか？』

■成年後見制度の種類

■法定後見制度とは

　「身寄りがいない」「今後の生活が心配」など成年後見制度を利用したい、今後の為にも話を聞いて

みたい方はお気軽に地域包括支援センターにご相談ください。

●問い合わせ先：地域包括支援センター（保健福祉課保健福祉グループ介護支援係） ☎ 0146・47・2113

■成年後見制度を利用したいと思ったら
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ご寄附ありがとうございました。（敬称略）

●まちづくりに役立ててと

☆株式会社 合同資源

	 （1,000,000 円）

☆ホクレン農業協同組合連合会

	 （1,000,000 円）

●老人ホーム「恵寿荘」で役立ててと

☆芽呂女性部	 （古布１袋）

☆木村　千鶴子	 （古布２袋）

☆藤原　まさ子	 （古布１箱）

☆ボランティアグループあゆみ

	 （カット布 24 束）

☆ボランティアグループちょぼら

	 （カット布６袋）

新冠町社会福祉協議会へ

●福祉事業に役立ててと

☆芽呂女性部	 （古切手１袋）

☆匿　名	 （古布１袋）

☆匿　名	 （古布１袋）

☆匿　名	 （古布１袋）

古布寄贈のお願い

　古着や古シーツなど、使用しなく

なったものがありましたら、直接、国

保診療所・老人ホーム恵寿荘・町社会

福祉協議会にご持参ください。

健 康 カ レ ン ダ ー
（お問い合わせ先：保健福祉課　☎ 0146・47・2113）

月　日 時　間 事業名 場　所

４

月

15 日（水） 15：00～16：30 フッ素塗布

保健センター

28 日（火）
受付 12：30～
受付 13：00～

4・7・12 ヶ月児健康診査
1歳6ヶ月・3歳児健康診査

　事業の詳細は、対象者への個別案内や町政事務委託文書

などでお知らせします。

　　　　　　
　近年はヒグマによる人身事故が全国で多発しているため、野山に入られる方は次のことに注意しましょう。

　また、熊スプレーを持参するなど、もしもの時の対策も忘れずにしましょう。

ヒグマにご注意ください - ４月１日から５月 31 日までは「春のヒグマ注意特別期間」です -

『山には一人で入らず音を出しながら歩く』

　自分がいることをヒグマに知らせることで遭遇を

避けられる可能性があがります。

『うす暗いときは山に入らない』

　視界も悪く、突発的にヒグマに遭遇する可能性が

あります。

『ヒグマのフンや足跡、動物の死体を見たら

　　　　　　　　　　　　　　 すぐに引き返す』

　付近にヒグマが潜んでいる可能性があります。

『ゴミはヒグマを呼び寄せるため絶対に捨てない』

　後から来る人を危険に陥れる可能性があるため絶

対にしないでください。

★もしも出会ってしまったら

　ヒグマの様子を見ながら、視線をそらさずに静

かにゆっくりとその場から離れましょう。スマー

トフォンなどでの撮影はヒグマを興奮させるため

絶対にしないでください。

　子グマの近くには必ず親グマが居ます。不用意

に近づけば、我が子を守るために母グマが襲って

くるため近づかないでください。

●問い合わせ先：産業課鳥獣被害対策推進室　☎ 0146・47・2110

　ヒグマに対する対策をしても、ヒグマとの突発

的な遭遇を必ず避けられることはありませんので、

不必要に野山へ入ることはやめましょう。

　町ホームぺ―ジをリニューアルしました。

　デザインを一新するとともに、スマートフォンからも見やすい

表示に対応しました。あわせて、知りたい情報へスムーズにアク

セスできるようナビゲーションボタンやページ構成を見直し、利

便性の向上を図りました。

　リニューアル前の情報についても引き続きご覧いただけます。

また、アドレスに変更ありません。今後とも内容の充実に努めて

まいりますので、ぜひ町ホームページをご利用ください。

●問い合わせ先

　企画課まちづくりグループ広報統計係　☎ 0146・47・2498

新冠町ホームページをリニューアルしました

役場からのお知らせ 役場からのお知らせ 

町公式ホームページ 町公式フェイスブック

　令和８年４月１日より、自転車にも「交通反則通

告制度（青切符）」が導入されます。

　青切符の対象者は 16 歳以上の運転手で、違反行

為は「ながらスマホ」「信号無視」「飲酒運転」など

１１３種類です。違反すると反則金が課せられます

のでご注意ください。

　また、年々、町内で生活する外国人が増加してい

ることから、英語など複数の言語で日

本の交通ルールを紹介するサイトを町

ホームページ（右ＱＲコード）に掲載

しましたので、外国人に対する制度周

知や企業研修の際にご活用ください。

●問い合わせ先：町民生活課町民生活グループ社会係

　　　　　　　　　　　　　　　☎ 0146・47・2112

令和８年４月１日より交通ルールが変わります

　一般巡回相談では、北海道心身障害者総合相談所

判定員が下記のとおり相談・判定を行います。相談

を希望される方は相談・判定に係る提出書類の作成

など事前準備がありますので、令和８年４月 24 日

（金）までにご連絡ください。

○相談対象者

　18 歳以上の方で次に該当する方とその家族

　①�身体障がい者で車いすなど（電動含む）の直接

判定を要する補装具の交付を希望する方

　②�知的障がい者で療育手帳の新規または再判定を

希望する方

○日時

　令和８年６月２日（火）　９時～ 17 時

　令和８年６月３日（水）　９時～ 17 時

　※�療育手帳の再判定は基本文書判定になりますの

で、事前資料を開催日の４週間前までに提出す

る必要があります。

○場所

　新ひだか町保健福祉センター

　（静内郡新ひだか町静内緑町４丁目５番１号）

●問い合わせ先：保健福祉課保健福祉グループ福祉係

　　　　　　　　　　　　　　　☎ 0146・47・2113

令和８年度 心身障害者一般巡回相談のご案内

　町では、少子化対策・福祉対策の一環として２歳半

までのお子さん、または、心身の障がいなどで常時お

むつを使用されている方が在宅しているご家庭に対し

て、一定の処理量までの手数料を減免しています。

　減免の申請があった家庭には、次のとおり指定ご

み袋を無償で配布していますので、忘れずに町民生

活課へ申請してください。

○ごみ袋配布枚数

・誕生時　　　　　　　　年間 30 枚

・１歳の誕生月　　　　　年間 20 枚

・２歳の誕生月　　　　　年間 10 枚

・心身の障がいなどで常時おむつを使用されている方

　　 　　　　　　　　　年間 30 枚

※配布するごみ袋は「燃やせるごみ袋（大）」です。

○申請時に必要なもの

・乳幼児に係る申請　　　母子手帳

・要介護者に係る申請　　介護状態が分かるもの

～不法投棄の禁止～

　ごみの不法投棄は犯罪です。車から何気なく投げ

てしまったペットボトルや買い物袋も同罪です。所

有地であっても不法投棄となりますので、町で定め

られたごみの分別により適切に排出してください。

～野焼きの禁止～

　家庭用の焼却炉、ドラム缶、土管などによるごみ

の焼却は、原則禁止されています。例外として、農

業を営むためなどの野焼きは認められる場合もあり

ますので、役場産業課（☎ 0146・47・2110）へ事前

に相談し手続きをしてください。

～違反者は法律により罰せられます～

　それぞれの違反者は廃棄物処理法により、５年以

下の懲役もしくは１千万円以下の罰金、さらに法人

等の場合は、３億円以下の罰金が課されますので絶

対にやめましょう。

エンゼル券の申請手続き
- ごみ処理手数料を減免します -

不法投棄・野焼きは法律違反 !!
- ルールを守り、正しくごみを処理しましょう -

●問い合わせ先：町民生活課町民生活グループ環境衛生係　   ☎ 0146・47・2112
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 令和７年度　全国体力 ・ 運動能力、 運動習慣等調査結果

　文部科学省では、全国的な子どもの体力の状況

を把握・分析することにより、子どもの体力向上

に係わる施策の成果と課題を検証し、その改善を

図ることを目的に「全国体力・運動能力、運動習

慣等調査」を実施しています。

　当町におきましても、小学５年生・中学２年生

を対象に実施しましたので結果を報告します。

１　調査の実施時期

　　令和７年４月～令和７年７月末日

２　調査の対象児童・生徒数（小学校１校・中学校１校）

　　小学５年生　　男子　23 名　　女子　17 名

　　　　　　　　　　　　　　　　 合計　40 名

　　中学２年生　　男子　18 名　　女子　20 名

　　　　　　　　　　　　　　　　 合計　38 名

３　調査内容

（１）実技に関する調査

（２）運動習慣、生活習慣などに関する児童・生徒向

　 け質問調査

（３）子どもの体力向上に係わる学校の取り組みなど

　 に関する学校・教育委員会向け質問調査

４　調査結果

　実技調査における８種目の総体を示す体力合計

点については、小学５年生男子、女子共に全国平

均と比べ「やや高い」、中学２年生男子は全国平

均と比べ「やや低い」、女子は「同様」という結

果です。

※［　］は全国を 50 としたときの数値（T得点）

５　調査結果から見える成果と課題（分析）

【成果】

　小学校において、体育エキスパート教員を活用し

た授業改善による目標を意識した学習や、タブレッ

トなどＩＣＴを使用した学習が日常的に行われた結

果、体力向上に対する意識が高まり、体力合計点が

男女ともに全国平均を上回ったと考えられる。

【課題】

　小中一貫教育の視点で、義務教育９年間を貫く教

育課程を編成するために、小・中学校が互いの成果

と課題を共有し、日常的に運動に親しむ態度を育成

していく必要がある。

　令和７年度に行われた全国体力・運動能力、運動習慣等調査結

果を詳細に分析した「北海道版結果報告書」が公表されましたの

で、当町の小中学校における調査結果についてお知らせします。

新冠町の体力向上に向けての取り組み

　当町では、体力向上に向けて以下の取り組みを進めております。

１�　各小中学校及び教研協保体部会における全国体力・運動能力、運動習慣等調査及び新体力テストの実

技結果に基づく検証改善サイクルの確立（小中学校における新体力テストの全学年全種目実施）

２　「一校一実践」の積極的な推進及び運動の日常化への取り組みの充実

３　主運動につながる補助運動の継続的な実施による基礎体力の向上と体育・保健体育科の授業の充実

４　子どもの体力向上のためのスポーツ機会の充実（幼児・小中学生を対象としたスポーツ教室の開催）

令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査について

小学校調査

（８種目）

握力・上体起こし・長座体前屈・反

復横とび・20ｍシャトルラン・50ｍ走・

立ち幅とび・ソフトボール投げ

中学校調査

（８種目）

握力・上体起こし・長座体前屈・反

復横とび・20ｍシャトルランまたは

持久走（どちらかを選択）・50 ｍ走・

立ち幅とび・ハンドボール投げ

対象 男子 女子

小学校５年 やや高い [52.0] やや高い [53.2]

中学校２年 やや低い [46.8] 同様　　 [50.6]

実技調査結果

○実技調査

　男子は「握力」「長座体前屈」「20 ｍシャトルラン」「50 ｍ走」「ソフトボール投げ」の５種目で、

全国平均を上回った。一方、「上体起こし」「立ち幅とび」に課題が見られる。女子は「握力」「上

体起こし」「長座体前屈」「反復横とび」「50 ｍ走」の５種目で、全国平均を上回った。一方、「立

ち幅とび」「ソフトボール投げ」に課題が見られる。

○児童質問調査

　「運動が好きか」「体育の授業は楽しいか」という質問に対して、好き・やや好きと回答した児

童の割合は男子が全国平均を上回った。目標を意識して学習することで「できたり、わかったり」

することがあると回答した児童の割合は男子が全国平均を上回り、女子は同様であった。

全国を 50としたときの数値（Ｔ得点）をレーダーチャートで表示

○実技調査

　男子は「50ｍ走」「立ち幅とび」「ハンドボール投げ」の３種目で、全国平均を上回った。一方、「上

体起こし」「長座体前屈」「反復横とび」「20 ｍシャトルラン」に課題が見られる。女子は「上体

起こし」「反復横とび」「50 ｍ走」「立ち幅とび」「ハンドボール投げ」の５種目で、全国平均を上回っ

た。一方、「20 ｍシャトルラン」に課題が見られる。

○生徒質問調査

　「運動が好きか」「保健体育の授業は楽しいか」という質問に対して、好き・やや好きと回答

した生徒の割合は男子が全国平均を上回り、目標を意識して学習することで「できたり、わかっ

たり」することがあると回答した生徒の割合は男女とも全国平均を下回った。

【
小
学
５
年
生
女
子
】

【
中
学
２
年
生
男
子
】

【
中
学
２
年
生
女
子
】

【小学校】

【
小
学
５
年
生
男
子
】

【中学校】

●問い合わせ先 :教育委員会管理課管理グループ　☎ 0146・47・2547
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新
冠
温
泉
ホ
テ
ル
ヒ
ル
ズ
は
、
次

の
期
間
を
職
員
研
修
の
た
め
、
臨
時

休
館
日
と
い
た
し
ま
す
。

 

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
げ
し
ま
す
が
、

ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

〇
休
館
日
時

　

４
月
13
日
（
火
）
午
前
10
時
か
ら

　

４
月
18
日
（
土
）
午
前
10
時
ま
で

　
　

※
13
日
の
朝
湯
は
営
業
し
ま
す
。

　
　

※�

18
日
は
朝
湯
の
み
休
館
し
、

そ
れ
以
降
は
営
業
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

新
冠
温
泉
ホ
テ
ル
ヒ
ル
ズ

☎
０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
０
０

　

日
高
中
部
広
域
連
合
で
は
、
介
護

保
険
料
を
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ

リ
で
納
付
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
曜
日
や
時

間
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
、
24
時
間

３
６
５
日
い
つ
で
も
納
付
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
金
融
機
関
で
の
納
付
や
口

座
振
替
に
よ
る
納
付
も
引
き
続
き
利

用
で
き
ま
す
の
で
、
ご
都
合
の
よ
い

方
法
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

○
利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
・
ア
プ
リ

　

セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
、
セ
ブ
ン
イ
レ

ブ
ン
、
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
請
求
書
払
い
、

ｄ
払
い　

ほ
か

※
利
用
で
き
る
店
舗
な
ど
は
納
付
書

裏
面
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

日
高
中
部
広
域
連
合

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
５
１
０
３

　

日
高
中
部
衛
生
施
設
組
合
は
、
日

高
中
部
環
境
セ
ン
タ
ー
（
愛
称:

う

ま
っ
く
り
ん
）
で
の
「
ご
み
処
理
」

な
ど
の
運
営
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
業
務
の
効
率
化
な
ど
を
図
る
た

め
、
令
和
８
年
３
月
31
日
を
も
っ
て

解
散
し
、
４
月
１
日
か
ら
日
高
中
部

広
域
連
合
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

新
ひ
だ
か
町
役
場

保
健
福
祉
部
生
活
環
境
課

☎
０
１
４
６
・
４
９
・
０
２
８
９

　

公
益
財
団
法
人
北
海
道
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー
で
は
、
遺
跡
発
掘
作
業

員
を
募
集
し
ま
す
。

〇
採
用
す
る
職
種
、
人
数
、
賃
金

〇
勤
務
場
所

　

西
泊
津
３
遺
跡
、
東
町
１
遺
跡

　

（
仮
設
事
務
所:

郷
土
資
料
館
敷
地
）

〇
雇
用
期
間
（
予
定
）

　

令
和
８
年
５
月
12
日
～
10
月
29
日

〇
勤
務
時
間　

　

８
時
30
分
～
17
時
00
分

　
　
　
　

（
昼
休
み
60
分
を
含
む
）

〇
休
日

　

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
荒
天
に
よ

り
野
外
作
業
が
困
難
な
日
、
そ
の
他

セ
ン
タ
ー
が
指
定
す
る
日

〇
雇
用
説
明
と
面
接
日

　

履
歴
書
を
提
出
し
た
方
は
、
必
ず

出
席
し
て
く
だ
さ
い

　

令
和
８
年
４
月
15
日
（
水
）

　

９
時
30
分
開
始
（
９
時
か
ら
受
付
）

　

レ
・
コ
ー
ド
館　

研
修
室
１

〇
応
募
方
法　

　

履
歴
書
に
顔
写
真
を
貼
付
し
、
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
左
記
の
問
い

合
わ
せ
先
に
提
出
（
郵
送
可
）

〇
締
め
切
り

　

令
和
８
年
４
月
10
日
（
金
）
必
着

●
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

〒
０
６
９
―
０
８
３
２

江
別
市
西
野
幌
６
８
５
番
地
１

公
益
財
団
法
人
北
海
道
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー　

総
務
課

☎
０
１
１
・
３
８
６
・
３
２
３
１

　

新
冠
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
心
配
ご
と
や
困
り

ご
と
に
つ
い
て
相
談
窓
口
を
常
設
し
、

偶
数
月
に
は
専
門
の
相
談
員
に
よ
る

面
接
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

ご
相
談
の
あ
る
方
は
ご
来
所
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
ご
要
望
に
応
じ
て
ご

自
宅
な
ど
で
の
相
談
も
可
能
で
す
。

○
日　

時　

４
月
22
日
（
水
）

　

10
時
～
15
時

○
場　

所　

町
社
会
福
祉
協
議
会

○
相
談
員　

鬼
海　

将
芳　

氏

○
相
談
料　

無
料

●
お
問
い
合
わ
せ
先

新
冠
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
３
０

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
電
話

く
だ
さ
い
。

○
セ
ン
タ
ー
開
設
日

３
月-

30
日
（
月
）

４
月-

１
日
（
水
）
・
６
日
（
月
）

　
　
　

８
日
（
水
）
・
13
日
（
月
）

　
　
　

15
日
（
水
）
・
20
日
（
月
）

　
　
　

22
日
（
水
）
・
27
日
（
月
）

○
相
談
時
間　

13
時
～
15
時

○
予
約
受
付　

平
日
10
時
～
16
時

●
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

ひ
だ
か
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
８
３
７
３

Ｆ Ａ Ｘ 送 信 連 絡 票 
 
発 信 日 
 

 
令和 ８年 ３月 ９日 

 
発 信 枚 数      

 
  本票を含め １ 枚 

 
 
 
 宛 先 
 

 
新冠町役場 企画課まちづくりグループ広報統計係 

 副主幹兼係長 上村 晃司 様 
 

 
 
 
 
送 信 者 
 
 

 
 〒０５９－２４１２ 
   北海道新冠郡新冠町字節婦町１０４番地 

    社会福祉法人 新冠ほくと園 
    ＴＥＬ４７－２００９  

ＦＡＸ４５－７０００  
 

   ［担当者］ 水口 卓也（0146-47-3500 新冠町デイ内） 

件 名 
 

３月号広報原稿について 
 

 
 ［通信覧］ 上記書類を送付いたしますので、よろしくお願いいたします。 
     

いつもお世話になっております。 
下記の原稿でお願いします。 
 

 
 
 
 
 
 

新冠町相談支援事業所 相談室かける 

新冠町にお住いの障がいのある方の様々な相談に

対応します 

〇相談は年齢や障がい種別を問いません 

〇福祉サービスの利用、日常生活、仕事等どのよう

な内容にも応じます 

〇相談にかかる費用は無料です 

新冠町本町 65-17 えましあ１階 ℡47-2333 

 

O A・文具
リバティーはしもと

平日 10：00～16：00（12：00～13：00を除く）
0146-42-8373相談予約

ダイヤル

無料
面談
電話完全

あなたの町のカー&ライフサポーター！！

TEL. (47)-2820

株式会社　伊藤商会

ココロも満タンに

新冠SS (47)-3830新和SS (47)-5011

新
冠
温
泉
ホ
テ
ル
ヒ
ル
ズ

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

介
護
保
険
料
の

コ
ン
ビ
ニ
・
ア
プ
リ
納
付
開
始

日
高
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

日
高
中
部
衛
生
施
設
組
合

解
散
の
お
知
ら
せ

 

〒 新ひだか町静内 
旭町 1丁目 1-10 

☏ 090-7224-4867 

地元から叶える  
‶私の第一志望校〟 

小 1 高 3 

お任せください!! 
小学校入学～高校卒業まで 

詳
し
く
は 

HP 
へ 

学習塾 
N.WILL 

ひだか総合法律事務所
 弁護士 原　英士 （札幌弁護士会所属）
 弁護士 原 万里子（札幌弁護士会所属）

新ひだか町静内御幸町3-1-78-2F

　0146-43-1206
～　ご遠慮なくご相談ください　～

平日10:00～18:00 (12:00～13:00を除く)

相談

予約

E q u i n e
M y o t h e r a p y
セラピスト;⽵内 真理

Tel; 080-8049-6358 ⽇⾼町富浜
Email; m.equine.myotherapy@gmail.com

⾺の整体、指圧、リラク
ゼーションセラピー
エ ク ワ イ ン

マ イ オ セ ラ ピ ー
インスタグラムからも

問合せOK�

新冠セレモニーハウス
葬儀一式

FAX（0146）49‐2045

新冠郡新冠町字西泊津1－6

新冠葬祭
☎ ( 0146 ) 49‐2044

24時間受付

遺
跡
発
掘
作
業
員
を

募
集
し
ま
す

建設業を通じて地域に夢を与える

Ｔ 0146-45-5003 Ｆ 47-6005

新冠町大狩部９８ー１

まちを支える仕事、のぞいてみませんか？

知

お

ら

せ

コ
ー

ナ
ー

職   種 主  な  業  務  内  容 人 数 日額賃金

○遺跡の発掘作業、人力による土砂の掘削、排土の
　積込み・運搬、遺物水洗いなど

○普通作業員の業務

○大工技術を要する業務、土木作業についての技術
　を要する業務、軽機械の運転操作

○作業道具や環境の整備など

○機材等の運搬、作業員の輸送、業務連絡などの自
　動車運転業務

運転技能
作 業 員

2名 11,400円

10,050円24名
普    通
作 業 員

　※経験の有無は問いません。
　※雇用時は健康保険、厚生年金、雇用保険に加入していただきます。

札幌地本キャラクター

モコ

自衛隊札幌地方協力本部
静内分駐所

０１４６－４４－２８５５

心
配
ご
と
相
談
員
に
よ
る

面
接
相
談
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氷
川
神
社
は
武
蔵
一
宮
と
し
て

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
（
旧
大
宮
市
）

に
鎮
座
す
る
御
本
社
で
、
道
内
に

は
新
冠
一
社
の
み
で
す
。
祭
神
は

出
雲
国
で
八や

ま
た
の
お
ろ
ち

岐
大
蛇
を
退
治
し

た
須す

さ
の
お
の
み
こ
と

佐
之
男
命
で
す
。
文
久
元
年

（
一
八
六
一
）
に
判
官
岬
下
に
建

立
さ
れ
、
明
治
15
年
（
一
八
八
二
）

に
現
在
地
に
移
転
し
ま
し
た
。
境

内
に
は
御み

か
げ
い
し

影
石
造
の
明

み
ょ
う
じ
ん
が
た

神
形
鳥

居
が
二
基
あ
り
ま
す
。

　

一
の
鳥
居
（
海
側
）
は
「
皇
紀

二
千
六
百
年
記
念
」「
奉
納 

山
藤

永
八
」
と
刻
字
さ
れ
昭
和
16
年
の

建
立
で
す
。
山
藤
氏
は
漁
業
、
回

漕
店
（
海
運
業
）
を
営
み
、
新
冠

漁
業
組
合
の
初
代
組
合
長
と
な
り

ま
す
。

　

二
の
鳥
居
は
「
昭
和
九
年
八
月

一
日 

及
川
甚
兵
衛
・
ナ
カ
」
の

細
刻
字
が
最
近
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
及
川
甚
兵
衛
は
明
治
４
年
頃

に
静
内
に
移
住
し
、
新
冠
牧
場
場

の
工
事
請
負
、
郵
政
取
扱
、
漁
業
、

商
店
を
営
み
、
明
治
34
年
に
72
歳

で
没
し
た
方
で
し
た
。
鳥
居
に
刻

ま
れ
た
人
物
は
及
川
甚
作
と
い
う

名
で
甚
兵
衛
を
襲
名
し
て
明
治
30

年
代
に
新
冠
に
移
住
し
て
農
業
を

営
み
ま
し
た
。
生
地
の
岩
手
県
岩

崎
村
（
現
北
上
市
）
に
帰
郷
す
る

際
に
ウ
ラ
リ
川
周
辺
の
土
地
と
鳥

居
・
社
標
を
神
社
に
奉
納
し
た
方

で
し
た
。

　

現
在
の
社
殿
と
境
内
は
昭
和
53

年
（
一
九
七
八
）
８
月
に
高
台
か

ら
下
げ
て
完
成
し
た
も
の
で
す
。

　
　
　

 　
　
　
　
　

（
乾 

芳
宏
）

ふ
る
さ
と
探
究 

第
20
回

『
氷
川
神
社
の
鳥
居
』

夜間開館のお知らせ

毎週水曜日は、夜間開館日です。
夜８時まで開館しています。

新着ガイド
絵本ずかん	 金柿 秀幸

ほどよく忘れて生きていく	 藤井 英子

かんぽ生命びくびく日記	 半沢 直助

示談・調停・和解のやり方がわかる	 神田 将

言いたいことが言えないひとの政治学 	 岡田 憲治

算数障害がわかる本 	 熊谷 恵子

虫たちの生き方事典	 小松 貴文

人生 100 年時代の冷えとり大全 120	 川嶋 朗

一品で完結 !炊き込みごはん	 岩崎 啓子

くせ毛はこれであかぬけます	 Yukari

北海道鉄道撮影バイブル	 福園 公嗣

耕さない農業入門講座	 農文協

イノセンス	 誉田 哲也

書店怪談	 岡崎 隼人

変な地図	 雨穴

エンドロール	 今野 敏

とどけチャイコフスキー	 中山 七里

飼い犬に腹を噛まれる	 彬子女王

いまだ悪戦苦闘中	 垣谷 美雨

　図書プラザでは、４月 18 日から５月 17 日までの期間、こどもの読書週間事業で特

別展示や読書推進イベントを開催予定です。詳しい内容は、図書プラザホームページ

および生涯学習だより「まなボード」などでお知らせいたします。

　全国的に「こどもの読書週間」は４月 23 日～５月 12 日の約３週間で、各地の図書

館でさまざまなイベントが開催されます。

　2026 年・第 68 回の標語は『ことばがきみのはねになる』です。新緑のさわやかな季

節に、ぜひ親子で読書をお楽しみください。

●問い合わせ先　レ・コード館図書プラザ　☎ 0146・45・7777

こどもの読書週間事業のご案内

今月の一冊

「それでも僕は歩き続ける」
田中　陽希 著／平凡社

　プラスワンセミナーの講師とし

て、令和８年２月に新冠町でもご

講演いただいた田中陽希氏の著作。

ＮＨＫ番組『グレートトラバース』

でおなじみの田中氏が、コロナ禍

で停滞を余儀されながらも驚異的

な挑戦の旅を続ける理由を半生と

ともに語る。貴重な写真も満載。

図書プラザＨＰ

アニマル号（移動図書館車）運行日程

10：40～ 10：50	 太陽郵便局

15：00～ 15：30	 新冠小学校

16：00～ 16：25	 認定こども園ド・レ・ミ

16：35～ 16：55	 町民センター前（児童館）

10：05～ 10：20	 新冠小学校

11：20～ 11：35	 おうるの郷

12：00～ 12：15	 子ども発達支援センター

10：05～ 10：20	 新冠小学校

11：20～ 11：35	 おうるの郷

12：00～ 12：15	 子ども発達支援センター

４月 15 日

16 日

５月 14 日

新冠小学校６年生です

ぼくとわたしの

夢 私は、保育士になり

たいです。理由は子

どもが好きで、困っ

ている人がいたら

優しく接すること

ができるからです。

松原　千花

ぼくの夢は、プロゲー

マーになる事です。

フォートナイト世界１

位のピーターホットを

たおし、ぼくが世界１

位になります！！

松尾　基就

私の将来の夢は薬

剤師です。それと

趣味でドラムを続

けたいです。お母

さんが薬局の事務

であこがれました。

蓑田　知紗

※状況により運行が変更・中止となる場合があります

びっくり箱のおはなし会

定例読み聞かせ（毎月第４土曜日開催）

　３月28日（土）10：30～、４月25日（土）10：30～

赤ちゃんの絵本の読み聞かせ（毎月第４水曜日開催）

　４月22日（水）10：30～

主催　読み聞かせの会「びっくり箱」

場所　図書プラザ　おはなしのへや

来月の「みんなの広場」はお休みします。予めご了承ください。
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～住宅用火災警報器の寿命は約 10 年～
○ボタンを押す、またはひもを引いて定期的に作動確認をしましょう。

○電池切れや故障の音声、全く反応しない場合は交換しましょう。

住宅用火災警報器は維持・管理が大切！

　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　消防署新冠支署

発
行
・
編
集　

新
冠
町
企
画
課
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
広
報
統
計
係

発　

行　

日　

令
和
８
年
３
月
27
日

住
所　

〒
０
５
９-

２
４
９
２　

北
海
道
新
冠
郡
新
冠
町
字
北
星
町
３
番
地
の
２

電
話　

０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
１
４
６
・
４
７
・
２
６
０
０

広
報
に
い
か
っ
ぷ

令
和
８
年
４
月
号
（
通
巻
708
号
）

人の

うごき

人　口	 4,928 人	 （前月比	 △	14 人）

　男	 2,497 人	 （前月比	 △	 ８人）

　女	 2,431 人	 （前月比	 △	 ６人）

世 帯	 2,799 世帯	 （前月比	 △	 ９世帯）
（令和８年２月末現在）

火災・救急出動状況　　（ ）かっこ内は前年同期

災害出動件数

０件（１件）

２件（２件）

交 通 事 故 発 生 状 況 　　（ ）かっこ内は前年同期

傷　者

０人（１人）

０人（１人）

救急件数

22件（22件）

62件（58件）

死　者

０人（０人）

０人（０人）

火災件数

０件（１件）

０件（１件）

発生件数

０件（１件）

０件（１件）

区　分

２月

８年１～２月

区　分

２月

８年１～２月

戸  籍  の  窓

　

第
八
十
七
話

　

　「
源
義
経
と
判
官
館

（
古
老
が
聞
い
た
伝
説
）
」

（
要
約
文
）

　

鎌
倉
時
代
の
武
将
「
源
義
経
」
は
、
歴
史
の

上
で
は
奥
州
の
衣
川
で
亡
く
な
っ
た
と
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
奥
州
か
ら
逃
れ
て
蝦
夷
地
に

渡
ろ
う
と
し
、
嵐
に
よ
っ
て
船
が
流
さ
れ
て
た

ど
り
着
い
た
場
所
が
今
の
判
官
館
と
い
う
こ
と

だ
。
付
き
人
で
あ
っ
た
藤
原
氏
と
の
働
き
で
判

官
館
の
上
に
砦
を
構
え
、
疲
れ
を
癒
し
て
い
た
。

そ
こ
に
住
む
エ
ゾ
の
人
達
は
、
妙
な
者
が
来
た

も
の
だ
と
不
思
議
に
思
っ
た
が
、
義
経
は
こ
の

者
た
ち
を
敵
と
せ
ず
、
味
方
に
つ
け
る
こ
と
で

判
官
館
の
上
に
立
派
な
館
を
築
い
た
。
こ
の
話

を
聞
い
た
と
き
、
私
は
十
六
才
で
あ
っ
た
が
、

本
当
に
そ
う
か
な
ぁ
と
思
い
な
が
ら
も
感
激
し

な
が
ら
こ
の
由
来
の
話
を
聞
い
て
い
た
。
現
在
、

平
取
町
に
あ
る
義
経
神
社
の
御
祭
神
は
、
か
つ

て
判
官
館
に
据
え
ら
れ
た
神
で
あ
り
、
明
治
の

初
め
に
移
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。

　

こ
れ
も
伝
説
と
し
て
聞
い
て
い
る
が
、
日
本

海
側
の
浜
益
に
頭
が
赤
い
ツ
バ
メ
が
い
る
と
い

う
。
義
経
は
判
官
館
か
ら
平
取
、
さ
ら
に
蒙
古

に
渡
っ
て
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
に
な
っ
た
と
い
う
説

が
あ
る
。
義
経
を
慕
っ
て
い
た
メ
ノ
コ
（
ア
イ

ヌ
民
族
の
女
性
）
は
彼
の
後
を
追
っ
た
。
し
か

し
、
つ
い
に
会
う
こ
と
は
な
く
、
結
核
を
患
っ

て
い
た
た
め
に
吐
い
た
血
が
ツ
バ
メ
の
頭
に
か

か
り
、
今
で
も
そ
の
ツ
バ
メ
が
浜
益
の
上
空
を

飛
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

ま
た
、
満
州
の
奉
天
に
行
く
と
、
民
家
の
奥

座
敷
に
は
源
義
経
の
札
が
ど
の
家
庭
に
も
掲
げ

て
い
た
。
こ
れ
は
源
義
経
が
も
っ
と
広
い
大
陸

を
求
め
て
日
本
を
飛
び
出
し
、
蒙
古
の
フ
ビ
ラ

イ
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
信
じ
て
家
の
守
り

札
に
し
て
い
る
ら
し
い
。

　

義
経
に
ま
つ
わ
る
伝
説
は
各
地
に
あ
り
、
こ

れ
が
義
経
の
最
期
だ
と
い
う
証
拠
は
な
い
の
だ

か
ら
、
奥
州
の
衣
川
で
最
期
を
迎
え
た
と
言
っ

て
も
、
色
々
な
伝
説
と
し
て
各
地
に
残
っ
て
い

る
の
だ
。

新
新
冠
に
ま
つ
わ
る
お
話
し
を
集
め
た

冠

百

話

「夕暮れの判官館」
夕日に照らされた判官館の美しい姿を、はた
して源義経も眺めていたのであろうか？…

１月 21 日～３月５日までの届出分（敬称略）

●いつまでもお幸せに

大滝　將仁	 ♡	 林　亜里紗	 節婦町

菊池　勇吾	 ♡	 大竹　望　	 北星町

伊藤　晴彦	 ♡	 田村　茉椰	 北星町

●お誕生おめでとうございます

酒井　健
け ん と

杜	（ 伸 輔	 千菜弥)	中央町

長谷川　晴
はる

	（一美	 妙音 )	緑　丘

成田 依
い の り

乃莉	（ 崇将	 もみじ)	東　町

石山　織
し き と

杜	（賢太	 牧子 )	東　町

●おくやみ申し上げます

野田　政司	 　８１歳	 節婦町

佐々木賢一　　 ５７歳　　泉

泉山　勝美	 　８４歳	 北星町

青山　朝子	 　９４歳	 本　町

藤澤　淳子	 　８９歳	 本　町

パ パ　　　 マ マ


